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だ
ろ
う
。
長
期
的
な
移
住
を
目
的
と
す

る
住
宅
購
入
が
ブ
ー
ム
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
移
民
を
受
け
入
れ
、
子
女
の
留
学

先
と
し
て
も
人
気
の
高
い
国
や
地
域
の

価
格
相
場
を
押
し
上
げ
て
い
る
と
さ
え

言
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー

シ
ア
だ
。
日
本
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

歴
史
的
な
円
高
や
長
期
的
な
価
格
下
落

傾
向
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
か

ら
本
格
的
な
潮
流
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

中
国
の
不
動
産
の
価
格
は
、
す
で
に

上
が
り
す
ぎ
た
た
め
に
魅
力
が
な
く
な
っ

た
と
の
考
え
も
多
い
。
た
と
え
中
国
国

内
の
不
動
産
の
価
格
が
下
が
っ
た
と
し

て
も
、
中
国
国
外
の
不
動
産
に
投
資
す

る
流
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
と
し
て
の
政
策

２
０
１
２
年
の
住
宅
市
場
は
、
引
き

続
き
、
厳
し
い
引
き
締
め
政
策
下
に
置

か
れ
る
だ
ろ
う
。
過
去
10
年
の
ト
レ
ン

ド
で
見
る
と
、
05
年
と
08
年
に
調
整
が

あ
っ
た
も
の
の
、
住
宅
価
格
の
下
落
は

上
海
で
10
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

今
回
の
「
購
限
令
」
が
長
期
化
す
れ

ば
、
価
格
を
引
き
下
げ
て
販
売
せ
ざ
る
を

え
な
い
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
増
え
る
だ
ろ
う
。

２
０
１
２
年
の
住
宅
価
格
の
下
落
幅
は
10

〜
30
％
程
度
と
い
う
見
方
が
多
く
、
過

去
の
調
整
幅
を
超
え
る
可
能
性
が
高
い
。

で
の
50
％
か
ら
60
％
に
引
き
上
げ
。
金

利
は
基
準
金
利
の
１
・
１
倍
を
適
用
。

●
当
該
地
の
戸
籍
を
保
有
す
る
世
帯

で
、
２
軒
以
上
保
有
す
る
世
帯
は
住
宅

を
購
入
で
き
な
い
。
当
該
地
の
戸
籍
を

保
有
し
な
い
世
帯
で
、
税
金
や
社
会
保

険
料
を
納
付
し
た
実
績
を
も
つ
世
帯
は

１
軒
の
み
購
入
可
能
（
以
下
、
「
限
購

令
」
）
。

●
す
べ
て
の
住
宅
に
つ
い
て
、
購
入
後

５
年
未
満
で
転
売
し
た
場
合
、
営
業
税

を
売
却
額
に
課
税
。

こ
の
中
で
注
目
に
値
す
る
の
は
「
限

購
令
」
だ
。
１
軒
保
有
し
て
い
る
場
合

は
、
も
う
１
軒（
＝
多
く
が
投
資
目
的
）

購
入
で
き
る
が
、
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る

場
合
、
頭
金
が
60
％
必
要
と
な
り
、
レ

バ
レ
ッ
ジ
効
果
を
期
待
し
た
住
宅
投
資

が
で
き
な
く
な
っ
た
。
端
的
に
い
え
ば
、

実
需
以
外
の
住
宅
購
入
を
認
め
な
い
と

い
う
こ
と
だ
。

「
限
購
令
」
の
影
響

物
理
的
に
住
宅
を
購
入
で
き
な
い
よ

う
に
し
た
結
果
、
住
宅
市
場
か
ら
投
資

家
が
消
え
、
住
宅
購
入
は
実
需
層
に

限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
限
購
令
」

の
効
果
は
非
常
に
高
く
、
取
引
量
に

如
実
に
現
れ
た
。
例
え
ば
上
海
で
は
、

２
０
１
１
年
３
月
以
降
の
新
築
住
宅
成

約
が
毎
月
１
０
０
万
平
米
程
度
と
な
る

現
象
が
生
ま
れ
た
。
過
去
に
見
ら
れ
た

１
０
０
万
平
米
以
上
の
部
分
の
成
約

は
、
少
な
く
と
も
投
資
を
中
心
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

７
月
に
は
、
中
国
全
土
で
「
限
購

令
」
の
徹
底
が
通
知
さ
れ
た
。「
限
購

令
」
網
に
掛
か
っ
て
い
な
か
っ
た
地
方

都
市
で
も
次
々
と
「
限
購
令
」
が
適
用

さ
れ
、
住
宅
市
場
の
調
整
が
決
定
的
と

な
っ
た
。
足
元
で
は
、
夏
頃
を
ピ
ー
ク
に
、

大
都
市
を
中
心
に
住
宅
価
格
が
下
が
り

は
じ
め
、
第
４
四
半
期
か
ら
は
地
方
に

も
波
及
し
て
い
る
。

近
年
、
住
宅
価
格
が
上
が
り
過
ぎ
た

結
果
、「
買
い
た
い
が
買
え
な
い
」
情
況

が
恒
常
化
し
て
い
た
が
、
２
０
１
１
年

は
「
買
え
る
の
に
買
え
な
い
」
と
い
う
新

し
い
現
象
が
生
ま
れ
た
。
２
０
１
１
年

は「
限
購
令
」が
市
場
で〝
猛
威
を
振
る
っ

た
年
〞と
言
え
る
だ
ろ
う
。

資
金
繰
り
と
地
方
政
府
の
困
窮

調
整
局
面
に
な
る
と
、
概
し
て
問
題

点
が
噴
出
す
る
。
中
で
も
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
資
金
繰
り
と
地
方
政
府
の
財
政

に
お
け
る
不
動
産
依
存
体
質
は
大
き
な

強
力
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　

と
な
っ
た
「
新
国
八
条
」

中
国
政
府
は
２
０
１
０
年
以
降
、
過

熱
傾
向
が
鮮
明
と
な
っ
た
住
宅
市
場
に

対
し
て
、
継
続
的
に
策
を
講
じ
て
き
た
。

し
か
し
、
住
宅
価
格
の
上
昇
は
続
い
た
。

政
策
的
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
は
低
く
は
な

か
っ
た
も
の
の
、
住
宅
需
要
の
勢
い
は

止
ま
ら
な
か
っ
た
。

２
０
１
１
年
に
入
り
、
中
国
政
府
は

住
宅
市
場
に
対
す
る
抑
制
策
の
決
定

版
と
な
る
「
新
国
八
条
」
を
発
表
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

●
２
軒
目
の
住
宅
購
入
に
か
か
る
住
宅

ロ
ー
ン
の
頭
金
比
率
の
下
限
を
こ
れ
ま

ス
テ
イ
ジ
ア
キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

調
査
部
主
席
研
究
員

話
題
と
な
っ
た
。
銀
行
か
ら
の
借
り
入

れ
や
社
債
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
、
債

務
を
抱
え
な
が
ら
拡
大
路
線
を
と
っ
て

き
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
債
務
返
済
に
窮

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
見
方
が
広

が
っ
た
。
上
場
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
株
は

売
り
圧
力
が
強
く
、
社
債
利
回
り
も
上

昇
基
調
と
な
っ
た
。

ま
た
、
土
地
を
担
保
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
資
金
を
調
達
し
て
き
た
地
方
政
府

融
資
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
不
良
債
権
化

が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
財

政
を
支
え
て
い
る
の
が
土
地
使
用
権
の

譲
渡
収
入
と
言
わ
れ
て
い
る
多
く
の
地

方
政
府
に
と
っ
て
、
住
宅
市
場
の
調
整

は
財
政
悪
化
の
大
き
な
懸
念
材
料
と

な
っ
て
い
る
。

不
動
産
投
資
資
金
の
行
方

実
需
向
け
の
市
場
と
な
っ
た
住
宅
市

場
か
ら
弾
か
れ
た
資
金
は
ど
こ
に
向
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？ 

一
般
的
に
、
中
国
で

は
不
動
産
市
場
の
調
整
時
に
資
金
が

株
式
市
場
へ
と
向
か
う
構
造
が
見
ら
れ

る
。
し
か
し
、
２
０
１
１
年
の
株
式
市

場
は
軟
調
に
推
移
し
、
資
金
が
集
ま
ら

な
か
っ
た
。
一
部
は「
限
購
令
」の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
、
商
業
不
動

産
や
不
動
産
投
資
信
託（
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
）、

資
金
繰
り
の
悪
化
し
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に

出
資
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
フ
ァ

ン
ド（
Ｐ
Ｅ
）な
ど
へ
向
か
っ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
動
向
は
、
中
国
国
外
の

不
動
産
に
資
金
が
向
か
っ
て
い
る
こ
と
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一
方
、
固
定
資
産
投
資
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

重
要
な
構
成
要
素
を
占
め
、
経
済
的
、

社
会
的
影
響
が
あ
ま
り
に
も
大
き
い
こ

と
か
ら
、
不
動
産
市
場
の
ハ
ー
ド
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
は
回
避
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
現
在
の
引
き
締
め
政
策
が
い
つ

緩
和
に
向
か
う
か
だ
。

や
は
り
、「
限
購
令
」
の（
一
部
）解
除

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ひ
と
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。
タ
イ
ミ
ン
グ

を
予
測
す
る
の
は
難
し
い
が
、
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
体
力
温
存
度
、
政
府
主
導
で
開

発
さ
れ
て
い
る
中
低
価
格
の
分
譲
住
宅

「
経
済
適
用
房
」
の
開
発
進
捗
、
イ
ン
フ

レ
動
向
、
銀
行
の
新
規
融
資
ボ
リ
ュ
ー

ム
な
ど
、
総
合
的
な
判
断
の
中
で
決
定

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
日
系
企
業
の
中
国
進
出
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
前
は
、
中
国
の
不
動
産
に
投
資
し
よ

う
と
す
る
機
関
投
資
家
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
で
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
か
わ
り

に
不
動
産
の
開
発
を
目
指
す
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
が
増
え
て
き
た
。
黎
明
期
は
上
海

と
大
連
に
日
系
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
進

出
。
現
在
は
瀋
陽
、
北
京
、
天
津
、
蘇

州
、
寧
波
な
ど
の
沿
岸
都
市
に
加
え
、

内
陸
の
地
方
都
市
に
も
食
指
を
動
か
し

て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
国
内
の
恒
常
的

な
住
宅
需
要
減
か
ら
、
日
系
デ
ベ
ロ
ッ

パ
ー
の
進
出
が
し
ば
ら
く
続
く
だ
ろ
う
。

引
き
締
め
政
策
下
の
住
宅
市
場

２
０
１
２
年
は
試
練
の
年
に

２
０
１
０
年
か
ら
始
ま
っ
た
不
動
産
市
場
で
の
引
き
締
め
政
策
は
、
２
０
１
１
年
も
継
続
さ
れ
た
。
市
場
の
過
熱
が
常

に
警
戒
さ
れ
る
一
方
、
ハ
ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
避
け
る
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
１
年
と
な
っ
た
。
２
０
１
２
年
も
、

不
動
産
市
場
で
は
引
き
締
め
政
策
が
続
く
だ
ろ
う
。
ス
テ
イ
ジ
ア
キ
ャ
ピ
タ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
調
査
部
主
席
研
究
員
の

安
田
明
宏
氏
が
、
住
宅
市
場
を
中
心
に
２
０
１
１
年
の
主
な
話
題
と
２
０
１
２
年
の
見
通
し
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
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不動産


